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学校便り  寝屋川市立友呂岐中学校 

発 行 責 任 者  校 長  松 本  晋 

発 行 日     令 和 ７ 年 ７ 月  １ 日

2 日（火） １,２年実力考査・３年チャレンジテスト 

11 日（木） １年林間学舎・３年実力考査 

12 日（金） １年林間学舎 

11 日（金） 

14-16 日（月-水）   

１８日（金）  

※予定は変更になることがあります。 

新体力テスト 

先日、大阪府教育庁の講義で「学力論の再検討」というキーワードがあったので

ご紹介します。 

今までは子どもたち一人一人が「学力」を「身につける」ことによって、「自立」

した個人になっていくというものでした。盛んに言われる「主体性」の議論も、子

どもたちをどう「自立」させるかをめざしてのものです。 

しかし、「自立」とは、他人に頼らず、なんでも自分でできるようになる、という

ことではありません。そんな人はどこにもいません。みんな補い合っています。「自

立」とは、依存（依頼）先をたくさん持つことです。「頼み頼まれ」ができないと、

コミュニケーションができなくなってしまいます。SNS など人との直接的なかか

わりが減りつつあります。 

社会においては、人との関係をもっていかないとやっていけない、つまり「頼み

頼まれ」の中に居場所があります。それは学校の中でも同じです。人のために何を

するか、自分の役割とは何なのか。人に喜ばれて自分の居場所ができます。より多

くの人的ネットワークの中で生きていくことで、人は自分の意志で自由に「自立」

した生き方ができるのです。そのためにも学校は、子どもたちが生きていくために

不可欠な社会関係を作る場所であってほしいです。 

友呂岐中学校は、学力の「多様性」を尊重し、子どもたちの「背景」を知ること

で、さまざまな観点から学びをくみ上げていきます。 

寝屋川市立友呂岐中学校 

校 長  松 本  晋 

 

２６日（火）  

２７日（水） 

始業式・私立高校説明会 

給食開始 

８月の予定 

学校運営協議会 

６月 2４日（火）に学校運営協議会がありました。学校・

保護者・地域が一体となって、非常に落ち着いた校区とな

っており、人と人とのつながりの重要性や不登校や支援教

育の一層の推進等に関してご意見をいただきました。今後

友中校は子どもたちの未来につながる校区を小中学校でつ

くっていきます。 

 

9月の予定 

６月５日（木）に新体力テストを行ないました。測定した種目は①ハンドボール投げ・②立ち幅跳

び・③長座体前屈・④５０ｍ走・⑤反復横跳び・⑥握力・⑦上体起こし・⑧シャトルラン（シャトルラン

は体育の授業で測定）でした。自己ベスト更新を目指しみんな頑張っていました。 


